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第 1章 	概要編  
 

1 .1  認証対象システム  
�認証申請者 	 ：株式会社テクノテック 	

�対象システム：「雨水菜園」雨水活用システム  
�システムの概要 	

	 「雨水菜園」雨水活用システムは集雨｛雨水分流除塵器 (ぶんりゅう Ӏ）｝、保雨｛（ 1.5

ｍ 3 水槽を基本槽として地下設置槽）｝、整雨 {フイルター装置 }、配雨｛ポンプ、菜園シ

ステム {パーゴラシステム }｝を有効に組み合わせることにより、蓄雨性能を高めるシス

テムである。このシステムの雨水利用用途は、菜園システムへの水補給、流し台 (洗い

場の水 )、野外洗濯水に利用する。 	
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�開発の目標 	

「雨水菜園」雨水活用システムの開発目標は、下記の通りである。 	

(1)  集雨、保雨、整雨、配雨の各部位を有効にシステム化しており、菜園システム利用

に必要とされる機能を有すると認められること。  
(2 )維持管理が容易に行えると認められること。  
(3 )環境への負荷が少ないことが認められること。  
 
1 .2 評価の経緯  

RaCS 雨水活用評価基準に基づき、株式会社テクノテックの「雨水菜園」雨水活用シ
ステムについて評価する。  

 
1 .3 認証の前提  
（ 1）認証の対象としたシステムは、適正な品質管理のもとに製造された材料を用い、
適正な管理のもとに施工されるものとする。  
（ 2）認証の対象としたシステムは、特許法などにおいて違法性のないものとする。  
（ 3）本システムの認証は、申請者から提出された資料をもとに行うものとする。  
 
1.4 評価の範囲 	

集雨、保雨、整雨、配雨の各部位を有効にシステム化しているものを対象とする。  
 

1 .5  評価の結果  
「雨水菜園」雨水活用システムについて、認証に関する評価項目に基づき審査した結

果、「雨にわ」としての蓄雨効果が高く、また既に認証された信頼性のある製品の使用

率が高く、雨水活用等に寄与するシステムと認められる。  
 
1 .6  評価の内容  
評価にあたり具体的な内容は、以下に示す。  

(1 )システム化  
集雨、保雨、整雨、配雨ごとの有効な機能を持っている部位を組み合わせて、菜園シ

ステムや雨にわとしての雨水使用用途に十分利用できる性能を有している。  
(2 )機能性  
	 機能性は各部位毎に評価する。  
・集雨： RaCS 雨水活用システム認証 (2018 年 1 月 )を受けている㈱トーテツの｛雨水分

流除塵器（ぶんりゅう 1 型）｝を利用している。初期雨水の分流に関して有効である。

（また、公益社団法人雨水貯留浸透技術協会 :雨水製評第 1 号で雨水貯留浸透製品評

価認定を受けている） 	
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・保雨：雨水タンクは強度、耐久性を有している。 	

・整雨：雨水タンク内上部の空間部にフイルター装置を設けており、フィルターごみ

は自動的に流れ出るようになっている。 	

・配雨：配雨の菜園システムは、 RaCS 雨水活用システム認証（ 2018 年 1 月）を受けて 	

いる㈱プラネットの「スマート花壇」を採用しており、性能の高い機能を有してい

る。 	

・蓄雨：貯留タンク周りに砕石層を設けて余剰雨水の浸透を行っており、蓄雨性能を

高 	

めている。 	

	

(3 )施工性 	

	 容易に各部位の接続（組み合わせ）を考慮して施工できる。 	

(4 )維持管理性 	

集雨の分流除塵器、保雨の雨水タンク、配雨の菜園システムは容易に管理できる構造

となっている。 	

(5 )環境保全性 	

	 タンクは、大部分がリサイクル材を原料としており、環境への負荷を少なくしてい

る。 	

また、菜園システムの養液循環ポンプは、ソーラー発電の電気を使い、地球温暖化ガ

スの排出抑制を図っている。 	
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第 2 章 	 評価編 	

RaCS 雨水活用評価基準★に基づき下記の通り評価を行った。  
（ 1）集雨  

取水装置  

個別評価の内容  評価  

材質：耐食性  〇  

材質：再生材料、再生可能材料  〇  

排水能力を阻害しないか  〇  

継手は竪樋のいずれの形状にも対応できるか  〇  

落ち葉・ごみ等を容易に除去できるか  〇  

初期雨水排除しているか  〇  

 

（ 2）保雨  

貯水槽（地下型）  

個別評価の内容  評価  

材質：耐食性  〇  

材質：貯水性に優れているか  〇  

材質：貯水性能  〇  

材質：土圧に耐えるか  〇  

水量が確認できるか  〇  

タンク内の堆積物の確認  〇  

タンク内の堆積物の排除できるか  〇  

 

（ 3）整雨  

フイルター装置  

個別評価の内容  評価  

フイルターの耐食性、耐久性、能力  〇  

 

（ 4）配雨  

ポンプ  

個別評価の内容  評価  

用途に対応した能力（流量）を有しているか  〇  
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用途に対応した能力（圧力）を有しているか  〇  

感電防止  〇  

 

（ 5）接続部の評価  

個別評価の内容  評価  

オーバフロー機能  〇  

オーバーフロー管へ下水の逆流防止  〇  

オーバーフロー管へ衛生害虫の侵入防止  〇  

 
(6 )	 菜園システム  
1 )材質評価  

個別評価の内容  評価  

腐食に強く耐久性に優れ、貯水性能が維持できる  〇  

藻類の発生抑制のため、一定度の遮光性を有し、それ

が維持できる  

〇  

 

2 )機能評価  

個別評価の内容  評価  

循環性能が長期にわたって維持でき、変形が起きにく

い構造である  

〇  

貯留タンクから草花容器へ雨水の移流する配雨装置

を有している  

〇  

パイプ内部のたい積物を確認ならびに排除できる構

造である  

〇  

水位計等、パイプ内部の水量が目視できる  〇  

維持管理が容易にできる。  〇  

 

3 )感性評価  

個別評価の内容  評価  

環境に良い  〇  

草花を育てる  〇  

環境教育によい  〇  

いやされる  〇  

色、形、デザイン  〇  
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4)パーゴラ評価  

個別評価の内容  評価  

耐震性、耐風性を有している  〇  

耐食性、長寿命性を有している  △  

リサイクル性が優れている（タンク、パイプが塩化ビ

ニル製）  

△  

 

（ 7）蓄雨性能  

個別評価の内容  評価  

砕石層の厚さと砕石の粒径の適正  〇  

雨水タンクと砕石層の貯留浸透機能  〇 	  

目標とする蓄雨高 100 ㎜に近い性能がある  〇  

 
（ 8）蓄雨添付資料  
※敷地 200ｍ 2 の場合の蓄雨計算事例を参考に第 3 章資料編の最終ページに示す。  
 

 (9 )  システムとしての総合評価  
菜園システムへの水補給、流し台 (洗い場の水 )、野外洗濯水及び蓄雨の目的に利用す

るシステムは、RaCS 雨水活用評価基準に示している基準に適合している。ただし、蓄
雨性能が高く、製品の質も良く、アフターケアーが整っているが、自社製品率が低く、

施工実績が少ないことが挙げられる。したがって、評価レベルはシルバーレベルとす

る。 	  
	

★ 	RaCS 雨水活用評価基準は下記の基準等を参考として作成したものである。  
AIJES-W0003-2016 雨水活用技術基準 /AIJES-W0002-2019 雨水活用建築ガイドライ

ン /雨水利用・排水再利用設備計画基準・同解説平成 28 年版を主に参考とした。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 




















